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令
和
３
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
５
月
17
日
に
開
か
れ
、
常
任
委
員
会

等
の
委
員
の
選
任
等
を
行
っ
た
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
係
る
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
な

ど
議
案
６
件
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
６
月
24
日
ま
で
の
17

日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
同
感
染
症
対
策
に
要
す
る
経
費
を
含
む
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
29
件
を
議
決
し
ま
し
た
。

〔
第
２
回
臨
時
会
〕

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
（
令
和
３
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
））

◎
主
な
内
容

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）
支
給
事
業

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
（
２
件
）

・
奥
山
よ
し
じ
ろ
う
氏
　
・
片
平
孝
市
氏

〔
第
２
回
定
例
会
〕

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
（
令
和
３
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
））

◎
主
な
内
容

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
時
短
要
請
協
力
金
事
業

・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
及
び
自
動
車
運
転
代
行
業
者
支
援
金
事
業

▼
令
和
３
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◎
主
な
内
容

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
）
支
給
事
業

・
家
賃
支
援
金
事
業
　
　
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業

▼
令
和
３
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

◎
主
な
内
容

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
支
給
事
業

▼
鹿
児
島
市
手
数
料
条
例
一
部
改
正
の
件

・
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料

を
廃
止
す
る
も
の
　
　

▼
鹿
児
島
市
立
図
書
館
条
例
一
部
改
正
の
件

・
千
日
町
に
図
書
館
を
設
置
し
そ
の
名
称
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
同
館
の

管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
た
め
条
文
の
整
備
を
し
、
あ
わ
せ
て
題

名
を
改
め
る
も
の

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

・
岩
元
文
雄
氏

【
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
要
旨
】

個人質疑から
委員会から
クローズアップ
もっと知りたい、市議会のこと
委員会の構成
議案に対する各会派等の表決態度

第2回臨時会
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国
民
健
康
保
険
税
条
例
一
部
改

正
に
お
け
る
減
免
内
容
、
対
象
者
の
要

件
は
。

　
ま
た
、
特
例
の
対
象
期
間
と
遡
及
の

取
り
扱
い
は
。

　
　
　
国
保
税
の
減
免
内
容
に
つ
い
て

は
、
納
税
義
務
者
の
前
年
の
所
得
金
額

が
１
千
万
円
以
下
の
場
合
に
、
所
得
金

額
に
応
じ
て
10
割
か
ら
２
割
ま
で
の
範

囲
で
減
免
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
対
象
要
件
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
納
税
義
務

者
が
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ

た
場
合
や
事
業
収
入
等
が
前
年
よ
り
30

㌫
以
上
減
少
す
る
見
込
み
と
な
る
場
合

な
ど
で
あ
る
。

　
特
例
の
対
象
は
、
令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
納

期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
保
険
税
で
、

３
年
度
中
に
減
免
申
請
が
あ
っ
た
場
合

は
、
納
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
税
も
遡

及
し
て
減
免
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
令
和
３
年
度
策
定
予
定
の
第
六

次
鹿
児
島
市
総
合
計
画
で
、
４
年
か
ら

13
年
に
か
け
て
の
人
口
減
少
を
１
万
７

千
人
と
推
計
し
た
根
拠
と
具
体
的
な
施

策
は
。
と
り
わ
け
コ
ロ
ナ
禍
で
地
方
へ

の
移
住
が
加
速
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、

そ
の
傾
向
や
要
素
も
加
味
し
て
い
る
の

か
。

　
　
　
同
計
画
に
お
け
る
人
口
の
将
来

推
計
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
人
口
の
自
然
動
態
・

社
会
動
態
の
改
善
に
よ
る
本
市
が
目
指

す
べ
き
将
来
人
口
を
基
に
推
計
し
た
も

の
で
あ
り
、
地
方
創
生
の
さ
ら
な
る
推

進
に
向
け
て
、
前
期
基
本
計
画
（
素
案
）

に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本

方
針
」
を
位
置
づ
け
、
地
方
へ
の
移
住

の
関
心
の
高
ま
り
な
ど
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
稼
げ
る
仕
事
の
創
出
や
、
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
の
実
現
、
交
流

人
口
の
拡
大
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
補
正
予
算
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
時
短
要
請
協
力
金
事

業
と
タ
ク
シ
ー
事
業
者
及
び
自
動
車
運

転
代
行
業
者
支
援
金
事
業
の
歳
入
内
訳

と
議
決
後
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

残
額
は
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
で
、
今
後

も
同
感
染
症
対
策
を
推
進
し
て
い
く
上

で
の
財
政
上
の
課
題
は
。

　
　
　
両
事
業
の
歳
入
は
、
同
交
付
金

と
繰
越
金
で
あ
り
、
補
正
予
算
案
計
上

後
の
同
交
付
金
の
残
額
は
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
同
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
本
市
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今

回
の
補
正
で
同
交
付
金
の
残
額
を
全
て

予
算
計
上
し
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

国
に
対
し
、
同
交
付
金
の
追
加
交
付
等

の
要
望
を
全
国
市
長
会
等
を
通
じ
て
行

う
と
と
も
に
、
国
庫
支
出
金
や
財
政
調

整
基
金
の
活
用
を
図
る
な
ど
財
源
確
保

に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

の
導
入
に
向
け
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
意
見
数
と
提
出
者
数
、
当

事
者
の
声
は
。

　
ま
た
、
結
果
を
受
け
て
改
善
す
る
点
、

今
後
に
生
か
す
点
は
。

　
　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見

数
は
４
３
４
件
、
提
出
者
数
は
１
２
２

人
と
１
団
体
で
、
当
事
者
か
ら
は
「
制

度
に
よ
り
、
安
心
し
て
誇
り
を
も
っ
て

新
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信

し
て
い
る
」
「
一
緒
に
生
活
し
て
い
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
制
度
を
利
用
し
た
い
と

思
う
」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
受

け
見
直
し
た
点
は
、
宣
誓
者
の
一
方
が

死
亡
し
た
場
合
の
受
領
証
の
返
還
に
関

す
る
こ
と
や
性
的
少
数
者
の
定
義
な
ど

で
、
今
後
に
生
か
す
点
と
し
て
は
、
周

知
啓
発
や
他
自
治
体
と
の
連
携
に
関
す

る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
　
　
令
和
３
年
６
月
１
日
か
ら
導
入

さ
れ
た
避
難
所
の
混
雑
状
況
等
を
確
認

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
概
要
と
利
用
方

法
・
周
知
方
法
は
。

　
ま
た
、
同
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
期

待
さ
れ
る
効
果
は
。

　
　
　
今
回
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
避
難
所
の
場

所
や
混
雑
状
況
等
を
確
認
で
き
る
も
の

で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き

る
。
周
知
に
つ
い
て
は
、
か
ご
し
ま
市

民
の
ひ
ろ
ば
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
報
道
機
関
へ
の
情
報
提
供
を
通
じ

て
活
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
は
、
避
難

前
に
混
雑
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
で
分

散
避
難
が
可
能
に
な
る
ほ
か
、
市
外
に

住
む
方
が
市
内
に
住
む
家
族
等
に
避
難

の
助
言
を
し
た
り
、
観
光
客
等
が
最
寄

り
の
避
難
所
を
容
易
に
検
索
で
き
る
こ

と
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
医
師
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
疑
う
と
総
合
的
に
判
断
し
た

場
合
や
、
保
健
所
か
ら
濃
厚
接
触
者
と

さ
れ
た
場
合
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
費
用
負

担
は
。

　
ま
た
、
職
場
か
ら
陰
性
を
確
認
す
る

目
的
で
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
言
わ
れ

た
場
合
の
費
用
負
担
は
。

　
　
　
同
検
査
の
費
用
は
、
医
師
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
、
ま
た
は
保
健
所

か
ら
濃
厚
接
触
者
と
さ
れ
た
場
合
の
い

ず
れ
に
お
い
て
も
、
初
診
料
や
検
体
採

取
料
等
の
自
己
負
担
額
を
除
き
、
検
査

料
や
検
査
判
断
料
は
公
費
負
担
と
な
る
。

　
陰
性
を
確
認
す
る
目
的
で
の
同
検
査

は
、
健
康
保
険
や
公
費
負
担
の
対
象
外

と
な
り
、
自
由
診
療
に
よ
る
同
検
査
費

用
は
、
県
内
に
お
い
て
は
お
お
む
ね
２

万
円
か
ら
３
万
円
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
市
営
住
宅
敷
地
等
有
効
活
用
施

策
検
討
事
業
の
目
的
と
概
要
お
よ
び
令

和
３
年
度
の
取
り
組
み
は
。
ま
た
、
２

年
度
定
期
監
査
で
、
「
共
同
施
設
で
あ

る
市
営
住
宅
駐
車
場
は
、
一
部
を
除
き

自
動
車
保
管
場
所
管
理
組
合
に
行
政
財

産
目
的
外
使
用
と
し
て
許
可
し
使
用
料

を
全
額
免
除
し
て
い
る
が
、
国
の
通
知

を
踏
ま
え
適
切
な
対
応
を
図
ら
れ
た
い
」

と
意
見
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
し
、
全
て

の
市
営
住
宅
の
駐
車
場
管
理
を
事
業
者

へ
委
託
す
る
考
え
は
。

　
　
　
同
事
業
は
、
市
営
住
宅
入
居
者

を
含
む
地
域
住
民
の
利
便
性
向
上
を
図

る
と
と
も
に
本
市
の
新
た
な
収
入
等
に

つ
な
げ
る
た
め
、
市
営
住
宅
の
敷
地
や

空
き
住
戸
の
有
効
活
用
施
策
と
当
該
施

策
の
事
業
化
に
向
け
た
可
能
性
を
検
討

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
３
年
度
は
、
一
部
の
市
営
住
宅
を
選

定
し
自
動
販
売
機
を
設
置
す
る
事
業
者

を
募
集
す
る
と
と
も
に
、
余
剰
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
活
用
に
つ
い
て
コ
イ
ン
パ
ー

キ
ン
グ
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
市
営
住
宅
に
お
け
る
駐
車
場
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
今
後
必
要
な
調
査
を
行

っ
た
上
で
、
定
期
監
査
の
意
見
を
踏
ま

え
適
切
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

問 Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
公
費
負
担
の

対
象

答

問答

答答 新
型
コ
ロ
ナ
対
策
推
進
に

伴
う
財
政
上
の
課
題

問

第
六
次
総
合
計
画

問答 国
民
健
康
保
険
税
条
例

一
部
改
正

　第２回臨時会では１人、第２回定例会では13人の議員が個人質疑を行いました。
その中から一部を紹介します。
　質疑者は次のとおりです。

（市 民 連 合）
（日本共産党）
（自由民主党）
（自由民主党）

議員
議員
議員
議員

合原ちひろ
園 山 え り
中 島 蔵 人
薗 田 裕 之

（無 所 属）
（自由民主党）
（立憲フォーラム）
（無 所 属）

議員
議員
議員
議員

のぐち英一郎
西 　 洋 介
まつお晴代
小川みさ子

（日本共産党）
（日本共産党）
（公 明 党）
（無 所 属）
（社民・市民フォーラム）

議員
議員
議員
議員
議員

大園たつや
たてやま清隆
崎元ひろのり
大 園 盛 仁
平山タカヒサ

個人質疑
   　 　  から

インターネット放映
（アクセス方法）
市議会トップページ
→  インターネット議会中継録画 （掲載記事は質疑順ではありません。）

第
２
回
臨
時
会

問
第
２
回
定
例
会

企
画
・
財
政

答 問 パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
の
導
入

答 問 避
難
所
の
混
雑
状
況
を
確
認

で
き
る
新
シ
ス
テ
ム

健
康
・
福
祉

市
民
生
活

市
民
生
活

市
営
住
宅
敷
地
等
有
効
活
用

施
策
検
討
事
業
ま
ち
づ
く
り

そ  

き
ゅ
う

じ
ゅ
う
と
く

◀ 

市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
ア
ク
セ
ス

コインパーキングへの活用（大阪府の事例）



ぶ
ん  

べ
ん

問答

マ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま

の
現
状
と
課
題

問答

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
利
用
者
等

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

問答 大
気
汚
染
防
止
法
改
正
に
よ
る

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
へ
の
対
応

子
育
て

ス
マ
ー
ト
農
業
と
農
業
の
振
興

問答

市
立
小
・
中
学
校
の
性
別
で

分
け
な
い
名
簿
の
導
入

学
校
給
食
費
の
徴
収
・
管
理

の
在
り
方

問答

問 い
じ
め
事
案
へ
の
対
応

問

答答

環  

境

産
業
・
農
林

　
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
て
省
力
化
や
高
品
質
生
産
の
実

現
を
推
進
し
て
い
る
新
た
な
農
業
。

解
説
ス
マ
ー
ト
農
業

教  

育

３

　
　
　
建
築
物
等
の
解
体
等
に
伴
う
規

制
に
つ
い
て
、
大
気
汚
染
防
止
法
の
改

正
内
容
と
周
知
方
策
お
よ
び
立
ち
入
り

検
査
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

　
　
　
同
法
の
主
な
改
正
内
容
と
し
て

は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
全

て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
へ
の
法
規

制
対
象
の
拡
大
や
同
建
材
の
使
用
の
有

無
に
関
す
る
事
前
調
査
結
果
の
記
録
の

作
成
、
保
存
の
義
務
化
な
ど
が
、
ま
た
、

４
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
事
前
調
査
結

果
の
市
長
へ
の
報
告
義
務
化
が
施
行
さ

れ
る
。

　
今
後
と
も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
か

ご
し
ま
市
民
の
ひ
ろ
ば
へ
の
掲
載
、
関

係
団
体
等
を
通
じ
た
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

に
よ
り
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

国
や
県
、
他
都
市
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
報
告
義
務
化
に
係
る
立
ち
入
り

検
査
方
法
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
令
和
３
年
４
月
25
日
期
限
の
子

育
て
支
援
拠
点
施
設
利
用
者
と
子
育
て

サ
ロ
ン
運
営
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
、
件
数
な
ど

の
回
答
状
況
は
。

　
ま
た
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
存
続
決
定
の
時
期
は
。

　
　
　
同
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
９
９
９
件

の
回
答
が
あ
り
、
う
ち
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
利
用
者
分
は
７
３
５
件
で
、

意
見
の
割
合
は
、
設
置
数
に
つ
い
て

「
満
足
」
が
60
・
１
㌫
、
「
増
や
し
て

ほ
し
い
」
が
31
・
２
㌫
、
利
用
頻
度
に

つ
い
て
「
月
１
回
か
ら
３
回
」
が
36
・

２
㌫
、
「
週
２
回
か
ら
３
回
」
が
19
・

２
㌫
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
「
小
規
模

で
気
軽
に
利
用
で
き
相
談
し
や
す
い
」

「
廃
止
せ
ず
に
存
続
を
希
望
す
る
」
な

ど
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
子
育
て
サ
ロ
ン
運
営
者
分
62

件
の
う
ち
、
今
後
も
同
サ
ロ
ン
の
活
動

に
「
同
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
保
育
士
等

の
派
遣
を
必
要
」
と
す
る
意
見
の
割
合

は
46
・
８
㌫
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
配
置
の
方
針
に

つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
マ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま

（
結
婚
相
談
所
）
の
教
育
委
員
会
か
ら

現
在
の
こ
ど
も
未
来
局
へ
の
所
管
変
更

に
伴
う
対
応
状
況
と
主
な
イ
ベ
ン
ト
は
。

　
ま
た
、
今
後
の
事
業
に
期
待
す
る
事

柄
と
見
通
し
は
。

　
　
　
同
施
設
は
、
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
度
に

中
央
公
民
館
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ビ
ル
に
移

転
し
、
開
所
時
間
を
９
時
か
ら
18
時
ま

で
を
11
時
か
ら
20
時
ま
で
に
変
更
し
た
。

ま
た
、
登
録
者
や
登
録
を
検
討
す
る
人

を
対
象
に
、
婚
活
に
役
立
つ
情
報
を
提

供
す
る
婚
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
や
少
人
数

制
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
マ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
カ
フ
ェ
を
開
催
し
、
結
婚
を
望

む
よ
り
多
く
の
方
の
希
望
を
か
な
え
ら

れ
る
よ
う
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
婚
活

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
専
門
相
談
を
開

始
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
と
も
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
な
が
ら
、

よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
令
和
３
年
度
の
市
立
小
・
中
学

校
に
お
け
る
性
別
で
分
け
な
い
名
簿
の

導
入
状
況
と
、
導
入
に
つ
い
て
の
教
育

委
員
会
の
考
え
方
は
。

　
ま
た
、
導
入
に
対
す
る
学
校
現
場
の

声
と
今
後
の
展
望
は
。

　
　
　
同
名
簿
を
導
入
し
て
い
る
学
校

数
は
小
学
校
78
校
、
中
学
校
37
校
で
あ

り
、
３
年
２
月
の
県
か
ら
の
文
書
「
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
係
る
児
童
生
徒
に

対
す
る
き
め
細
か
な
対
応
等
の
実
施
に

つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
相
談
・
支
援
体

制
の
充
実
や
名
簿
上
の
配
慮
が
必
要
と

考
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
学
校
か
ら
は
、
「
意
識
に
変
化
が
あ

っ
た
」
「
名
前
だ
け
で
は
男
女
の
区
別

が
つ
か
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
あ

っ
た
。
今
後
と
も
児
童
生
徒
、
保
護

者
、
教
職
員
の
声
も
参
考
に
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
と
さ
れ
る
児
童
生
徒
へ
の
配

慮
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
令
和
３
年
度
に
お
け
る
学
校
給

食
費
等
の
徴
収
に
関
す
る
公
会
計
化
の

取
り
組
み
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　
ま
た
、
就
学
援
助
の
学
校
給
食
費
の

現
物
給
付
に
つ
い
て
、
本
市
が
検
討
し

て
い
る
手
法
と
現
時
点
で
の
課
題
、
具

体
化
へ
の
見
解
は
。

　
　
　
３
年
度
は
、
教
育
委
員
会
内
に

学
校
給
食
費
等
の
徴
収
に
関
し
て
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
制
度
導
入
に
向

け
て
課
題
や
時
期
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
就
学
援
助
の
学
校
給
食
費
の

現
物
給
付
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
同
援
助
認
定
後

に
学
校
へ
直
接
支
払
う
方
法
を
検
討
し

て
い
る
が
、
教
職
員
等
の
業
務
負
担
の

増
加
や
会
計
規
則
の
改
正
が
必
要
な
こ

と
な
ど
が
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
給
食
費
の
公
会
計
化
と
合
わ
せ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
令
和
元
年
に
市
立
中
学
校
で
生

徒
が
い
じ
め
を
受
け
転
校
し
た
事
案
へ

の
対
応
に
お
け
る
今
後
の
教
訓
は
。

　
ま
た
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
、
学
校

と
保
護
者
の
橋
渡
し
役
等
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
さ
ら
な
る
積
極
的
な

関
与
と
活
用
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
は
。

　
　
　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
い
じ

め
防
止
対
策
推
進
法
や
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
等
に
つ
い
て
、
法
律
の
専
門
家

等
の
助
言
も
活
用
し
な
が
ら
適
切
な
運

用
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
い
じ
め
問
題
等
調
査
委
員
会
の

答
申
も
踏
ま
え
、
い
じ
め
問
題
に
対
処

し
て
い
く
。

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
児
童

生
徒
、
保
護
者
等
に
と
っ
て
、
不
安
や

悩
み
等
を
打
ち
明
け
や
す
い
相
談
相
手

と
し
て
の
役
割
が
あ
り
、
学
校
を
訪
問

す
る
予
定
日
等
を
周
知
す
る
こ
と
で
い

じ
め
や
交
友
関
係
等
に
関
す
る
相
談
が

増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、

同
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
校
内
研
修
の
講
師

と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
教
職
員
の
資

質
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
本
市
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
現
状

と
推
進
上
の
課
題
は
。

　
ま
た
、
今
後
、
同
農
業
を
農
業
振
興

に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
て
い
く
の
か
。

　
　
　
本
市
に
お
け
る
同
農
業
の
現
状

は
、
畜
産
経
営
に
お
い
て
牛
の
分
娩
監

視
シ
ス
テ
ム
が
普
及
し
て
い
る
ほ
か
、

稲
作
経
営
に
お
い
て
も
薬
剤
散
布
用
ド

ロ
ー
ン
が
一
部
導
入
さ
れ
て
い
る
。
推

進
す
る
上
で
の
課
題
と
し
て
は
、
必
要

な
情
報
通
信
関
連
の
機
器
や
サ
ー
ビ
ス

の
コ
ス
ト
が
高
く
導
入
で
き
る
農
家
が

限
定
さ
れ
る
こ
と
や
、
そ
の
機
器
等
を

使
い
こ
な
せ
る
農
業
者
の
育
成
が
必
要

と
な
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　
同
農
業
は
、
農
家
の
減
少
や
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
労
働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
中
で
、
作
業
の
効
率
化
に
向
け

た
新
た
な
動
き
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
新
規
就
農
者
を

含
め
農
業
者
が
同
農
業
に
取
り
組
む
環

境
を
整
え
る
こ
と
で
、
生
産
性
の
向
上

を
図
り
、
本
市
の
農
業
振
興
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子育て支援拠点施設（りぼんかん）

ドローンによる薬剤散布

会議録の閲覧・貸し出し
　会議録は、下記の公共施設で閲覧できるほか、一部の施設では貸し出しを行って
います。
【閲覧・貸し出しの両方】
市立図書館、県立図書館、地域公民館（中央・鴨池除く）、勤労女性センター、
勤労青少年ホーム、サンエールかごしま

【閲覧のみ】
市議会図書室、市政情報コーナー、市民相談センター、各支所（東桜島合同庁舎
含む）、地域公民館（中央・鴨池）、地域福祉館、高齢者福祉センター、知的障害
者福祉センター、福祉コミュニティセンター、勤労者交流センター、校区公民館

【会議録検索システム】
　市議会ホームページにある「会議録検索システム」で平成６年以
降の会議録を開催年、ことば、発言者名などで検索・閲覧できま
す。

　〈アクセス方法〉
　　市議会トップページ
　　　　　　　       ➡

☎ 099－216－1456（直通）市議会事務局議事課

市議会会議録
検索システム



政務活動費収支報告書等のインターネット公開
　平成28年５月分からの政務活動費収支報告書と収支内訳書、領収書等の写しを、インター
ネットで公開しています。
　政務活動費の交付を受けた会派ごとに、令和３年３月分までの文書をご覧
いただけます。
　　　　　　　　　　　　詳しくは市議会ホームページをご覧ください▶

　地方自治法及び鹿児島市議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、鹿児島市議会議員
の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として交付されるものです。
【交付対象】
　　鹿児島市議会における会派（所属議員が１人の場合を含みます。）
【交付額および交付の方法】
　　次の合算額を、４月から９月までおよび10月から翌年３月までの各区分による期間ごと
に交付します。
・各月の１日（基準日）における当該会派の所属議員数に月額150,000円を乗じて得た額
・基準日において現に会派が雇用している事務補助員に係る当該月分の雇用に要する経費
として月額270,000円以内で市長が別に定める基準により算定した額

　市議会図書室では、平成27年度分からの収支報告書等の写しを閲覧できます。
　・閲覧場所：市議会図書室（西別館４階）
　・閲覧時間：午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　　（閉庁日を除きます。） ☎ 099－216－1450（直通）

市議会事務局総務課

☎ 099－216－1454（直通）

政務活動費とは

市議会図書室でも政務活動費収支報告書等を閲覧できます

○本会議の模様をインターネットで配信しています。リアルタイムで
視聴できる「生中継（本会議中のみ配信）」と、いつでも視聴できる
「録画放映」とがあり、パソコンやスマートフォン、タブレット端
末で視聴できますので、ぜひ、ご覧ください。

○録画放映は、生中継終了後４日程度（土・日曜日、休日を除く）で
ご覧いただけます。

○本会議の日程については市議会ホームページでご確認ください。

<アクセス方法>
○パソコンの方
市議会トップページ  ➡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からお進みください。

市議会事務局政務調査課

○スマートフォン、タブレット端末の方
右の二次元コードからお進みください。

議会中継をご覧ください

※本会議中は本庁・支所の待合席等にある
モニターテレビでも配信しています。

クローズ アップ！！！
Ｃｌｏｓｅ Ｕｐ

　第２回定例会では、「専決処分の承認を求める件（令和３年度鹿児島市一般会計補正予
算（第２号））」についての議案が提出され、審議されました。ここでは、「専決処分」に
ついて解説します。

◆議案の概要
　新型コロナウイルス感染症対策として、時短要請協力金やタクシー
事業者等への支援金に係る経費等についての補正予算が、地方自治法
第179条の規定に基づき５月26日付けで専決処分され、第２回定例会
に「第31号議案　専決処分の承認を求める件」として提出されまし
た。

◆本会議における質疑状況
　専決処分の根拠や、緊急を要するため議会を招集する時間的余裕が
なかったことの客観性、時短要請協力金の受け付け時期が示されてい
ない中での専決処分の妥当性などについて質疑が交わされました。

※委員会における審査状況については、上段の「委員会から」に審査
の一部を掲載していますのでご覧ください。

◆本会議における議決結果
　同議案については、賛成多数で承認されました。

インターネット
議会中継録画

○専決処分とは、本来は議会が議決しなければならない事柄を、
例外的に市長が議会の議決に代わり意思決定することで、地方
自治法第179条に基づくものと第180条に基づくものの２種類が
あります。
・地方自治法第179条に基づく専決処分
　議会が議決をしなければならない条例・予算などについて、
市長が特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕がない
ことが明らかであると認める場合などに、議会に代わって処理
を行うことです。例えば、大雨による災害復旧に要する経費の
補正予算などがあります。この場合、次の議会に報告し承認を
求める必要があります。
・地方自治法第180条に基づく専決処分
　議会が議決により指定した事項については、市長が議会に諮
らずに処理することができます。これを議会の委任による専決
処分といいます。本市議会では、1件50万円以下の損害賠償の
額を定めることなどについて指定しています。この場合、議会
に報告する必要があります。
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もっと知りたい、市議会のこと 　～委員会～
　今回は市議会の委員会についてご紹介します。
　市政は範囲が広く内容も複雑なため、全ての事柄を全議員が集まる本会議で審議するには時間がかかり効率的でないこ
とから、いくつかの委員会を設けて本会議の予備的な審査や、重要な事柄について調査等を行っています。
　委員会には「常任委員会」「議会運営委員会」「特別委員会」があります。

常任委員会 は、議会に常時置かれている委員会で、本会議か
ら付託された議案等について専門的に詳細な審査等が行われま
す。本市議会には、現在５つの常任委員会が設置されています。
各常任委員会の定数は９人で、議員は５つのうちいずれかの委員
会に所属します。委員の任期は１年となっています。

議会運営委員会 は、円滑な議会運営のために常時置かれてい
る委員会で、会期や議案・請願等の取り扱いなどに関する議会運
営全般についての協議や意見調整が行われます。定数は11人で、
所属議員数３人以上の会派から所属議員数に応じて委員が選任さ
れます。委員の任期は１年となっています。

特別委員会 は、特定の問題を審査または調査するため、必要
な時に設けられる委員会です。本市議会には、現在２つの特別委
員会が設置されています。

　本会議と同様に委員会も傍聴することができます。新型コロナウイルス感染症対策のため、傍聴できる人数は議会運
営委員会はおおむね４人、その他の委員会はおおむね６人となっています。
　傍聴を希望される方は、西別館３階の委員会傍聴受付（市議会事務局）までお越しください。

委
員
会
室

委員会の傍聴について

総務環境委員会

防災福祉こども委員会

市民文教委員会

産業観光企業委員会

建設消防委員会

常任
委員会

桜島爆発対策特別委員会

都市整備対策特別委員会

※決算特別委員会

特別
委員会

議会運営
委員会

※一般会計等の決算議案を
　審査するときに設置されます。

５

９人 ９人

委 員 会 の 構 成

総
務
環
境

定数委員会 現員 所 管 事 項委  員（◎委員長  ○副委員長）
総務局、企画財政局、
環境局、会計管理室、
選挙管理委員会、監
査委員及び公平委員
会の所管に属する事
項並びに他の委員会
の所管に属しない事
項
危機管理局、健康福
祉局及びこども未来
局の所管に属する事
項

佐 藤 高 広
まつお晴代
伊地知紘徳
山 口 　 健
森山きよみ

◎ 小川みさ子
山 下 　 要
崎元ひろのり
仮 屋 秀 一

大 森 　 忍
合原ちひろ
園 山 え り
古 江 尚 子

◎ 霜 出 佳 寿
西 　 洋 介
長 浜 昌 三
大 園 盛 仁

市民局及び教育委員
会の所管に属する事
項

たてやま清隆
中 原 　 力
川 越 桂 路
柿 元 一 雄
片 平 孝 市

◎ しらが郁代
わきた高徳
のぐち英一郎
志摩れい子

産業局、観光交流局、
農業委員会、市立病
院、交通局、水道局
及び船舶局の所管に
属する事項

徳利こうじ
向江かほり
薗 田 裕 之
小森のぶたか
平 山 　 哲

◎ 三反園輝男
平山タカヒサ
瀬戸山つよし
小森こうぶん

９人 ８人

11人 11人

１　議会の運営に関
する事項

２　議会の会議規則、
委員会に関する条
例等に関する事項

３　議長の諮問に関
する事項

桜島火山の継続的な
爆発に伴う降灰対策
等について調査検討
を行い、国・県の財
政措置を含めた各種
施策のより一層の充
実強化を期すため、
関係当局への意見反
映を図る。

古 江 尚 子
中元かつあき
米山たいすけ
大園たつや
山 口 　 健
入 船 攻 一

◎ 松尾まこと
霜 出 佳 寿
しらが郁代
大 森 　 忍
志摩れい子

薗 田 裕 之
西 　 洋 介
こじま洋子
霜 出 佳 寿
瀬戸山つよし

◎ 平山タカヒサ
まつお晴代
中元かつあき
米山たいすけ
秋 広 正 健

11人 10人

９人 ９人

９人 ９人

防
災
福
祉
こ
ど
も
市
民
文
教

常
　
　
　任
　
　
　委
　
　
　員
　
　
　会

産
業
観
光
企
業

建設局及び消防局の
所管に属する事項

中元かつあき
米山たいすけ
松尾まこと
中 島 蔵 人
入 船 攻 一

◎ こじま洋子
大園たつや
奥山よしじろう
秋 広 正 健

９人 ９人

建
設
消
防

桜
島
爆
発
対
策

本市が当面している
都市整備問題（河川
改修、港湾整備、バ
イパス建設、鹿児島
中央駅周辺及び鹿児
島港本港区の課題）
について調査検討を
行い、関係当局への
意見反映を図る。

長 浜 昌 三
山 下 　 要
大園たつや
森山きよみ
中 島 蔵 人

◎

○

○

○

○

○

○

○

○柿 元 一 雄
徳利こうじ
松尾まこと
大 園 盛 仁
片 平 孝 市

11人 10人

都
市
整
備
対
策

定数委員会 現員 設 置 目 的委  員（◎委員長  ○副委員長）

特
　別
　委
　員
　会

定数委員会 現員 調査・審査事項委  員（◎委員長  ○副委員長）

議
会
運
営
委
員
会

（令和３年７月５日現在）



この広報紙は、紙へのリサイクルに適した
材料を用いて作成しています。

議員数会派名等 所　属　議　員　名 議員数 所　属　議　員　名会派名等

自 由 民 主 党

西 　 洋 介
霜 出 佳 寿
わきた高徳
古 江 尚 子
中 島 蔵 人

山 下 　 要
佐 藤 高 広
奥山よしじろう
仮 屋 秀 一
平 山 　 哲

中元かつあき
薗 田 裕 之
川 越 桂 路
柿 元 一 雄
長田徳太郎

徳 利こうじ
瀬戸山つよし
山 口 　 健
志摩れい子
入 船 攻 一

こじま洋 子
小森のぶたか

しらが郁代
崎元ひろのり

松 尾まこと 長 浜 昌 三

平山タカヒサ
秋 広 正 健

中 原 　 力 大 森 　 忍 森山きよみ

日 本 共 産 党
立憲フォーラム
無 所 属 Ａ
無 所 属 Ｂ
無 所 属 Ｃ
無 所 属 Ｄ

3人
2人
1人
1人
1人
1人

20人

合原ちひろ
片 平 孝 市

米山たいすけ 伊地知紘徳 三反園輝男

園 山 え り たてやま清隆
向江かほり まつお晴代
小川みさ子
大 園 盛 仁
のぐち英一郎
小森こうぶん

大園たつや

市 民 連 合 5人

公 明 党 6人

社 民 ・ 市 民
フ ォ ー ラ ム 5人

件　　　　　　　　名

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案

結果

無
所
属
Ｄ

無
所
属
Ｃ

無
所
属
Ｂ

無
所
属
Ａ

立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
本
共
産
党

市
民
連
合

社
民・市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

公

明

党

自
由
民
主
党

○賛成　×反対
議案に対する各会派等の表決態度

【第２回臨時会（５月）】 
▼専決処分の承認を求める件〔鹿児島市税条例の一部を改正する条例〕
▼専決処分の承認を求める件〔令和３年度鹿児島市一般会計補正予算（第１号）〕
▼鹿児島市介護保険条例一部改正の件
▼鹿児島市国民健康保険税条例一部改正の件
▼監査委員の選任について同意を求める件〔２件〕
【第２回定例会（６月）】
▼鹿児島市手数料条例一部改正の件
▼鹿児島市税条例一部改正の件
▼令和３年度鹿児島市一般会計補正予算（第４号）
▼生活保護法に基づく保護施設の設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市指定障害福祉サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市指定障害者支援施設等の人員、設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市障害福祉サービス事業の設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市福祉ホームの設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市障害者支援施設の設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準に関する条例等一部改正の件
▼鹿児島市地域活動支援センターの設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市婦人保護施設の設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市立図書館条例一部改正の件
▼鹿児島市過疎地域工業等開発促進条例一部改正の件
▼損害賠償の額の決定及び和解に関する件〔真砂町の市道における街路樹の管理不全に伴う汚水の逆
流による建物の床等汚損事故〕

▼自動車購入の件〔水槽付消防ポンプ自動車など３件〕
▼鹿児島市開発行為、建築等における災害の防止に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市道路構造の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市移動等円滑化のために必要な道路の構造の基準に関する条例一部改正の件
▼令和３年度鹿児島市一般会計補正予算（第３号）
▼専決処分の承認を求める件〔令和３年度鹿児島市一般会計補正予算（第２号）〕
▼専決処分の承認を求める件〔令和３年度鹿児島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）〕
▼公平委員会委員の選任について同意を求める件

6

☆長田徳太郎議員（自由民主党）は、令和３年６月30日をもって議員を辞職しました。

承認

同意

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ × × × ○ × ○○

○ ○ ○ × ○ × ○ × ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

同意

承認

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○○

小学生による市議会見学
○令和３年５月28日（金）に荒田小学校６年生の皆さんが社会科学習の一環として、鹿児島市議会の見
学に来られました。　※感染症対策に十分配慮して実施しています。

○議場の広さに驚きながらも、議員席に座り議会の雰囲気を味わったほか、傍聴席や親子席、議会図書
室などの見学を行いました。

○社会科の授業で政治や議会のことを学習していることもあり、議会の仕組みや役割など事務局職員の
説明にうなずいたり、議会クイズに考えこんだりしている児童も多く見られました。

○本会議が傍聴できることを知り、実際の様子を見てみたいと興味を持ってくれた児童もいました。

学校等で市議会の見学を希望される場合は、事務局まで
ご連絡ください。 ☎ 099－216－1454（直通）

市議会事務局政務調査課


